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１．はじめに 

国土交通省は、大縮尺（1/1,000以上）の道路地図

である道路基盤地図情報を2006年から整備している。

道路基盤地図情報は詳細な道路構造を定義した地物

から構成されており1）、道路行政や走行支援サービ

スの高度化への利用など、産学官の様々なシーンで

の利用が期待されている。直轄国道では、道路工事

で作成される完成平面図を用いて道路基盤地図情報

を整備しているが、その整備率は約3割に留まってい

る。将来的な産学官における道路基盤地図情報の利

用を見据えると、整備率の向上が求められる2）。そ

こで、国総研では、官民の連携による「大縮尺道路

地図の整備・更新手法に関する共同研究（2013～2014

年度）」を開始した。 

本共同研究は、官民の各機関が保有・蓄積してい

る電子地図や点群座標データなどの既存資源を活用

した道路基盤地図情報の整備手法を考案した3）。本

稿は、考案した手法を用いて道路基盤地図情報を試

作した結果と今後の展望を報告する。 

２．整備手法の考案 

 既存資源から道路基盤地図情報を整備する手法と

して下記の3手法を考案した。 

手法1：電子地図を用いた整備手法 

手法2：点群座標データを用いた整備手法 

手法3：複数の既存資源を用いた整備手法 

３．地図の試作による整備手法の有用性評価 

本共同研究では、3手法に則して地図を試作し、有

用性を確認した。本稿は、最も多くの地物の整備が

できた手法3を用いて千葉市（大規模な車道交差部や

地下横断歩道などが含まれる道路）および熊本市（路

面電車の軌道敷・停留所のある県道と市道との交差

部などが含まれる道路）を対象とした道路基盤地図

情報の試作結果を報告する。図は、試作した道路基

盤地図情報の例である。横断歩道や路面電車停留所

などの道路構造が詳細に表現できていることがわか

る。試作の結果として、千葉市で約6割、熊本市で約

9割の地物の整備が可能であった。 
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路面電車停留所  

図 手法3で試作した道路基盤地図情報（熊本市） 

 

４．まとめと今後の展望 

3手法を用いた試作の結果、多くの道路基盤地図情

報の地物が整備できることが分かった。この結果を

踏まえ、本共同研究で考案した整備手法の規程集を

作成した。今後は、規程集に基づく道路基盤地図情

報の整備促進と持続的な運用モデルの実現に向けて

鋭意取り組む予定である。 

【参考】 
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2）今井龍一・深田雅之・重高浩一(2013)：官民連携によ

る大縮尺道路地図の整備・更新手法の取り組み，地理情報

システム学会講演論文集，Vol.22． 

3）今井龍一・松井晋・深田雅之・木村篤史・重高浩一
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１．はじめに 

国土交通省が定めた第二期情報化施工推進戦略の

プログラムの一つに，「トータルステーション（TS）

を用いた出来形管理」の適用工種の拡大が定められ

ている。既に実用化されている土工・舗装工におけ

るTSを用いた出来形管理を周辺工種に拡大し，トー

タルでのさらなる省力化を狙うべく，計測手法の開

発を行う取り組みを紹介する。 

２．ターゲットとする周辺工種 

 出来型管理にTSの適用を目指す工種は、1)護岸工

（コンクリート積・張），2)土留工（矢板工），3)

擁壁工（場所打ち・プレキャスト）である。利用頻

度や，土工の計測作業内容の流用可能性の観点から

選定した。これら工種の施工管理基準とTSを用いた

場合の測定箇所の関係は図-1のとおりである。 

 TSで得られる点座標から2端点間のユークリッド

距離（｢幅｣等の「長さ」）を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 施工管理基準とTS測定箇所 

 

３．時間短縮効果の検証 

新工種へのTS出来型管理について現場試行を実施

し，出来形計測に要する作業時間・人員について，

すべてを従来手法で行った場合とすべてTSを用いた

出来型管理を適用した場合で比較した結果の一例

（コンクリート張工）が図-2のとおりである。この

ように，時間短縮効果が見られたのは、護岸工、土

留工である。護岸工の場合だと，機械設置に要する

時間が従来手法よりやや大きいものの，それ以降の

計測作業は圧倒的に効率化しているのがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 時間短縮効果事例 

一方，時間短縮効果が限定的だったのは擁壁工で

ある。一つには、コンクリート構造物の出来型管理

は足場が存置されている状況での作業になることが

多く、プリズムの見通しを確保することが難しいこ

とが要因と考えられる。 

４．おわりに 

当研究室では、ICTを活用した施工現場の省力化に

資する様々な取り組みを進めている。今後も現場試

行を通じてその可能性を明らかにした上で，順次実

用化につなげていきたいと考える。 

【参考】 

1) 平成26年度建設施工と建設機械シンポジウム論文集

(p33-36) 

2)第二期情報化施工推進戦略（国土交通省） 

（http://www.mlit.go.jp/common/000993270.pdf） 
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